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「ゆっくりすべり」とは 

～南海トラフ地震に関連する情報～ 
  

 2017 年 11 月１日から、気象庁は「南海トラフ地震に関連する情報」の発表を始めました。 

 この情報には「定例」と「臨時」があります。「定例」は毎月上旬に開催される南海トラフ沿いの

地震に関する評価検討会・地震防災対策強化地域判定会で評価された内容を掲載しています。一方、

「臨時」は南海トラフで“異常な現象”を観測した際に発表します。 

 

 異常な現象については、上記検討会でいくつかのケースを挙げています。その一つに「ゆっくり

すべり」があります。図１②のようにプレート境界には強くくっついている（固着、という）領域

があり、この部分が急激にすべることで巨大地震が発生するとされています。「ゆっくりすべり」は

固着領域より深い場所（深さ約 20-40km）が数ヶ月から数年間、あるいは数日～１週間程度かけて、

ゆっくりとすべる現象です。この現象は、プレート境界の固着状況の変化を示す現象と考えられる

ことから、気象庁は、関係機関の協力も得ながら注意深く監視しています。 

 
 図１ 南海トラフ地震の発生のメカニズム 

 

  

 「ゆっくりすべり」を捉えるため

の観測機器の一つに「ひずみ計」が

あります。地下の岩盤は、周囲から

の力を受けて、ごくわずかですが伸

び縮みします。「ひずみ計」はプレー

ト境界のゆっくりすべり等に伴うご

くわずかな岩盤の伸び縮みを捉える

ことができます。 

  

 現在、南海トラフ地震に関連する

情報の発表にあたり、調査を開始す

る対象となる現象の判断に用いてい

るひずみ計は、図２に示す 27地点で、

うち２地点は静岡県が設置したひず

み計です。 
図２ 南海トラフ地震に関連する情報の発表に用いるひずみ計観測点 
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